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第１章 長寿命化修繕計画の背景と目的 
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背景 

 

神流町が管理する橋梁は、2024 年現在で 104 橋架設されている。 

このうち，建設後 50 年を経過する橋梁は、全体の 30％を占めており、20 年後の 2044

年には、62％程度に増加することになる。 

このため、老朽化した橋梁の寿命を延ばし、将来的な財政負担の低減を図る必要が生

じている。 

 

 

 

目的 

 

このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率

的に橋梁を維持していくための取り組みが不可欠となる。 

コスト縮減のためには、従来の事後保全型から、“損傷が大きくなる前に予防的な対策

を行う”予防保全型へ転換を図り、コストバランスを考慮しながら橋梁の寿命を延ばす

必要がある。 

そこで、将来的な財政負担の低減および道路交通の安全性の確保を図るために、橋梁

長寿命化修繕計画を策定するものである。 
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第２章 長寿命化修繕計画の対象施設と期間 
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対象施設 

 

本長寿命化修繕計画の対象施設は、以下のとおりである。 

 

表 2-1-1 対象施設の数量 

鋼橋 ＰＣ橋 ＲＣ橋 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ その他 合計 

57 7 38 2 0 104 

 

また、この内訳を次頁の表 2-1-2 にまとめる。 
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表 2-1-2 対象施設一覧 
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図 2-1-1 対象施設位置図 
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第１項 点検結果による判定区分の割合 

 

神流町では、5年に1度の定期点検を実施しており、最新の点検による管理橋梁の健全

性割合は以下の通りである。直近の点検結果では、健全（Ⅰ判定）な橋梁は51橋（管理

橋梁の約49%）、予防保全段階（Ⅱ判定）にある橋梁は29橋（管理橋梁の約28%）、早期

措置段階（Ⅲ判定）にある橋梁は24橋（管理橋梁の約23%）である。 

 

図 2-1-2 管理橋梁の健全性割合 

 

 

 

第２項 修繕着手状況 

 

神流町では、点検結果により速やかな補修が必要とされた橋梁に対し、補修工事を行

っている。近年の補修工事状況は次頁の表2-1-3の通りである。 
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表 2-1-3 近年の補修工事状況 

 

 

上表に示すように速やかな補修が必要とされる橋梁に対しては、長寿命化修繕計画に

基づき、計画的に修繕が実施されている。 

 

また、地覆部の局部的な剥離や欠損などの軽微な損傷は、日常の維持管理工事にて対

応している。このほか、橋梁の劣化要因となる排水ますの土砂詰りなどについても、維

持工事にて清掃等を実施している。 

 

 

  

健全性

補修前
補修後
(想定)

舗装、床版 橋面防水工

伸縮装置 伸縮装置非排水化工

上部工、支承 塗替え塗装工

舗装、床版 橋面防水工

伸縮装置 伸縮装置設置工

舗装、床版 路面補修工、橋面防水工

伸縮装置 地覆シール補修工

舗装、床版 橋面防水工

伸縮装置 伸縮装置設置工

上部工、支承、排水管 塗替え塗装工

沓座モルタル 沓座モルタル打替え工

2022 八倉橋 Ⅲ Ⅰ31

橋梁名 対象部材 対策工No
工事期間
(年度)

2024 白石橋 Ⅱ Ⅰ

2022 高塩橋 Ⅰ Ⅰ

2024 小越橋 Ⅱ Ⅱ

3

9

17
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維持工事にて対応する損傷の例 

 

排水ます：土砂詰り→清掃 

     

 

支承部周辺及び橋面等：土砂堆積→清掃 

     

 

防護柵等：ゆるみ・脱落→締め直し、ボルト・ナットの再設置等 

     

 

地覆部等：局部的な剥離や欠損→断面修復 
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計画期間 

 

計画期間は、本長寿命化修繕計画の翌年から 100 年とする。 

 

 


